
※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=600

P10B006

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

6
2

1 2 P100RP100L

8
0

100

15

※

150

600

Ｄ

150

←庇長さ

←サポートポール割付

←本体ブラケット長さ

←上部ブラケットアンカー割付

←本体ブラケットアンカー割付

B440

600

400 100

570 15

300 150

300 150

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮　尺

日　付

図　番

設計監理

施　　工

工事名称 製品名称

図面内容

確　認作　図担　当承　認

アルミ形材庇　グロンダート　Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

　　印：上下ブラケット固定用ボルト位置

　　●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B007

上部ブラケット大　サポートポール＠1000以下　　L=700

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

　　　　(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

　＜本体ブラケットについて＞
※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

　ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

　てください。

40mm以上20

62
43

43

14
8

80
※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

　雨量が多い際にあふれる恐れが

　あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)  

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

　←庇長さ

　←サポートポール割付

　←本体ブラケット長さ

　←本体ブラケットアンカー割付

　←上部ブラケットアンカー割付

21 P150RP150L

700

Ｄ
80

400 150

15

150

15

700

670

300 200200

B440

62

※ 300 200200



縮　尺

日　付

図　番

設計監理

施　　工

工事名称 製品名称

図面内容

確　認作　図担　当承　認

アルミ形材庇　グロンダート　Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

　　印：上下ブラケット固定用ボルト位置

　　●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B008

上部ブラケット大　サポートポール＠1000以下　　L=800

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

　　　　(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

　＜本体ブラケットについて＞
※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

　ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

　てください。

40mm以上20

62
43

43

14
8

80
※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

　雨量が多い際にあふれる恐れが

　あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)  

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

80

　←庇長さ

　←サポートポール割付

　←本体ブラケット長さ
1515

800

770

200 200400

　←本体ブラケットアンカー割付
250250 300

62

B240B240

　←上部ブラケットアンカー割付※ 250 300 250

21 3 P100RP100L

800

Ｄ



縮　尺

日　付

図　番

設計監理

施　　工

工事名称 製品名称

図面内容

確　認作　図担　当承　認

アルミ形材庇　グロンダート　Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

　　印：上下ブラケット固定用ボルト位置

　　●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B009

上部ブラケット大　サポートポール＠1000以下　　L=900

　←庇長さ

　←サポートポール割付

　←本体ブラケット長さ

　←本体ブラケットアンカー割付

　←上部ブラケットアンカー割付

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

　　　　(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

　＜本体ブラケットについて＞
※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

2 P150RP150L 1 3

900

Ｄ
80

900

150 600 150

87015 15

100 300 300 200

62

B440-C B240

※ 100 300 300 200

　ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

　てください。

40mm以上20

62
43

43

14
8

80
※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

　雨量が多い際にあふれる恐れが

　あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)  

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B010

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=1,000

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞
※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

P100L P100R1 2 3 4

1,000

Ｄ
8
0

←庇長さ

←サポートポール割付

1,000

200 600 200

97015 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
150 300 300 250

6
2

B440 B240

←上部ブラケットアンカー割付※ 150 300 300 250



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B011

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=1,100

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞
※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

P150L P150R1 2 3 4

1,100

Ｄ
8
0

←庇長さ

←サポートポール割付

1,100

250 600 250

1,07015 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
200 300 400 200

6
2

B440 B240

←上部ブラケットアンカー割付※ 200 300 400 200

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B012

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=1,200

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞
※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

P100L 3 P100R1 2 4 5

1,200

Ｄ
8
0

←庇長さ

←サポートポール割付

1,200

200 800 200

1,17015 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
150 300 300 300 150

6
2

B440 B440

←上部ブラケットアンカー割付※ 150 300 300 300 150

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B013

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=1,300

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞
※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

P150L 3 P150R1 2 4 5

1,300

Ｄ
8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
250 800 250

1,300

1,27015 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
200 300 300 300 200

6
2

B440 B440

←上部ブラケットアンカー割付※ 200 300 300 300 200

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B014

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=1,400

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞
※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

P100L P100R1 2 3 4 5 6

1,400

Ｄ
8
0

←庇長さ

←サポートポール割付

1,400

300 800 300

1,37015 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
250 300 300 300 250

6
2

B240B240 B440

←上部ブラケットアンカー割付※ 250 300 300 300 250

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B015

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=1,500

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞
※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

P150L P150R1 2 3 4 5 6

1,500

8
0

Ｄ

←庇長さ

←サポートポール割付

1,500

350 800 350

1,47015 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
300 300 30060 240 240 60

6
2

B240B240 B440

←上部ブラケットアンカー割付※ 300 300 300 300 300

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮　尺

日　付

図　番

設計監理

施　　工

工事名称 製品名称

図面内容

確　認作　図担　当承　認

アルミ形材庇　グロンダート　Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

　　印：上下ブラケット固定用ボルト位置

　　●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B016

上部ブラケット大　サポートポール＠1000以下　　L=1,600

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

　　　　(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

　＜本体ブラケットについて＞
※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

Ｄ

P100L 41 2 3 5 6 7 P100R

1,600

80

　←庇長さ

　←サポートポール割付

1,600

300 3001,000

1,57015 15
　←本体ブラケット長さ

300 300 30060 290 290 60
62

B440 B440　B200L B200R　

　←上部ブラケットアンカー割付※ 100 250 300 300 300 250 100

　←本体ブラケットアンカー割付

　ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

　てください。

40mm以上20

62
43

43

14
8

80
※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

　雨量が多い際にあふれる恐れが

　あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)  

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮　尺

日　付

図　番

設計監理

施　　工

工事名称 製品名称

図面内容

確　認作　図担　当承　認

アルミ形材庇　グロンダート　Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

　　印：上下ブラケット固定用ボルト位置

　　●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B017

上部ブラケット大　サポートポール＠1000以下　　L=1,700

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

　　　　(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

　＜本体ブラケットについて＞
※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

Ｄ

P150R4P150L 1 32 5 6 7

1,700

80

　←サポートポール割付

　←庇長さ
1,700

350 1,000 350

　←本体ブラケット長さ
1,67015 15

100300300300300300100
　←本体ブラケットアンカー割付

62

B440 B440　B200L B200R　

　←上部ブラケットアンカー割付※ 150 250 300 300 300 250 150

　ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

　てください。

40mm以上20

62
43

43

14
8

80
※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

　雨量が多い際にあふれる恐れが

　あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)  

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮　尺

日　付

図　番

設計監理

施　　工

工事名称 製品名称

図面内容

確　認作　図担　当承　認

アルミ形材庇　グロンダート　Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

　　印：上下ブラケット固定用ボルト位置

　　●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B018

上部ブラケット大　サポートポール＠1000以下　　L=1,800

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

　　　　(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

　＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

Ｄ

P100L P100R1 2 3 4 5 6 7 8

1,800

80

　←庇長さ

　←サポートポール割付
700200 200700

1,800

15 1,770 15
　←本体ブラケット長さ

　←本体ブラケットアンカー割付
150 300 300 300 300 300 150

62

B440 B440 B440

　←上部ブラケットアンカー割付※ 150 300 300 300 300 300 150

　ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

　てください。

40mm以上20

62
43

43

14
8

80
※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

　雨量が多い際にあふれる恐れが

　あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)  

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮　尺

日　付

図　番

設計監理

施　　工

工事名称 製品名称

図面内容

確　認作　図担　当承　認

アルミ形材庇　グロンダート　Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

　　印：上下ブラケット固定用ボルト位置

　　●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B019

上部ブラケット大　サポートポール＠1000以下　　L=1,900

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

　　　　(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

　＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

Ｄ

P150L P150R1 2 3 4 5 6 7 8

1,900

80

　←庇長さ

　←サポートポール割付
250 250700 700

1,900

15 15
　←本体ブラケット長さ

1,870

　←本体ブラケットアンカー割付
200 300 300 300 300 300 200

62
B440 B440 B440

　←上部ブラケットアンカー割付※ 200 300 300 300 300 300 200

　ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

　てください。

40mm以上20

62
43

43

14
8

80
※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

　雨量が多い際にあふれる恐れが

　あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)  

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮　尺

日　付

図　番

設計監理

施　　工

工事名称 製品名称

図面内容

確　認作　図担　当承　認

アルミ形材庇　グロンダート　Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

　　印：上下ブラケット固定用ボルト位置

　　●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B020

上部ブラケット大　サポートポール＠1000以下　　L=2,000

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

　　　　(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

　＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

　ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

　てください。

40mm以上20

62
43

43

14
8

80
※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

　雨量が多い際にあふれる恐れが

　あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)  

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

Ｄ

P100L 5 P100R1 2 3 4 6 7 98

2,000

80

　←庇長さ

　←サポートポール割付
300 300700 700

2,000

15 15
　←本体ブラケット長さ

1,970

　←本体ブラケットアンカー割付
250 300 300 300 300 300 250

62
B240B240 B440 B440

　←上部ブラケットアンカー割付※ 250 300 300 300 300 300 250



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B021

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=2,100

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

P150L 5 P150R

Ｄ

1 2 3 4 6 7 8 9

2,100

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
350 350700 700

2,100

15 2,070 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
300 300 300 300 30060 240 240 60

B240B240 B440 B440

6
2

←上部ブラケットアンカー割付※ 300 300 300 300 300 300 300



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B022

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=2,200

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

P100L P100R

Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

2,200

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
300 800 800 300

2,200

15 152,170
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
300 300 300 300 30060 290 290 60

6
2

※

B440 B440 B440B200L B200R

←上部ブラケットアンカー割付
100 250 300 300 300 300 300 250 100



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B023

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=2,300

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

2,300

P150L P150R

Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
350 800 800 350

2,300

←本体ブラケット長さ
15 152,270

←本体ブラケットアンカー割付
100 300 300 300 300 300 300 300 100

6
2

※

B440 B440 B440B200L B200R

←上部ブラケットアンカー割付
150 250 300 300 300 300 300 250 150



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B024

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=2,400

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

P100L 6 P100R

Ｄ

1 32 4 5 7 8 9 10 11

2,400

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
200 2001,000 1,000

2,400

←本体ブラケット長さ
15 2,370 15

←本体ブラケットアンカー割付
150 300 300 300 300 300 300 300 150

6
2

※

B440 B440 B440 B440

←上部ブラケットアンカー割付
150 300 300 300 300 300 300 300 150



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B025

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=2,500

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

P150L 6 P150R

Ｄ

1 2 3 4 5 7 8 9 10 11

2,500

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
250 2501,000 1,000

2,500

15 2,470 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
200 300 300 300 300 300 300 300 200

6
2

※

B440 B440 B440 B440

←上部ブラケットアンカー割付
200 300 300 300 300 300 300 300 200



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B026

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=2,600

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

M12

アンカーM12×90（SUS)
袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

40mm以上20

下部カバー

下部カバーフタ
40mm以上80.5

6416.5本体ブラケット

シーリング（別途)

上部カバー大

上部ブラケット大

6
2

4
3

4
3

1
4
8

83

1865

六角ボルトM10×60 (St)

アンカーM12×90 (St)

シーリング（別途)

8
0

※

樋

皿テクスねじ4×13 D6

なべタッピンねじ２種 5×20 G5

本体パネル

庇出幅：Ｄ

先端部材フタ

先端部材

樋受け

樋フタ

アルミブラケット

M12アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

M12

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

出幅寸法2500を超える場合は4点止めになる

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

ＲＣ躯体樋無しタイプ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

P100L P100R

Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
300 3001,000 1,000

2,600

15 2,570 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
250 300 300 300 300 300 300 300 250

6
2

※

B240 B440 B440 B440 B240

←上部ブラケットアンカー割付
250 300 300 300 300 300 300 300 250



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B027

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=2,700

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

P150L P150R

Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

2,700

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
350 3501,000 1,000

2,700

15 2,670 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
300 300 300 300 300 300 30060 240 240 60

6
2

※

B240 B440 B440 B440 B240

←上部ブラケットアンカー割付
300 300 300 300 300 300 300 300 300



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B028

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=2,800

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

P100L 7

Ｄ

1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 13 P100R

2,800

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
300 300700 800 700

2,800

←本体ブラケット長さ
15 152,770

←本体ブラケットアンカー割付
300 300 300 300 300 300 30060 290 290 60

6
2

※

B440 B440 B440 B440B200L B200R

←上部ブラケットアンカー割付
100 250 300 300 300 300 300 300 300 250 100



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B029

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=2,900

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

P150L 7 P150R

Ｄ
1 2 3 4 5 6 8 9 10 11 12 13

2,900

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
350 350700 800 700

2,900

2,87015 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
100 300 300 300 300 300 300 300 300 300 100

6
2

※

B440 B440 B440 B440B200L B200R

←上部ブラケットアンカー割付
150 250 300 300 300 300 300 300 300 250 150



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B030

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=3,000

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

10P100L P100R
Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14

3,000

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
200 200900 800 900

3,000

2,97015 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
150 300 300 300 300 300 300 300 300 300 150

6
2

※

B440 B440 B440 B440 B440

←上部ブラケットアンカー割付
150 300 300 300 300 300 300 300 300 300 150



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B031

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=3,100

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

P150L P150R

Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

3,100

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
250 250900 800 900

3,100

3,07015 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
200 300 300 300 300 300 300 300 300 300 200

6
2

※

B440 B440 B440 B440 B440

←上部ブラケットアンカー割付
200 300 300 300 300 300 300 300 300 300 200

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B032

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=3,200

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

P100L 8 P100R

Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 15

3,200

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
300 300900 800 900

3,200

3,17015 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
250 300 300 300 300 300 300 300 300 300 250

6
2

B440 B440 B440 B440B240 B240

←上部ブラケットアンカー割付※ 250 300 300 300 300 300 300 300 300 300 250

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B033

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=3,300

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

P150L 8 P150R

Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 9 10 11 12 13 14 15

3,300

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
350 350900 800 900

3,300

←本体ブラケット長さ
3,27015 15

←本体ブラケットアンカー割付
300 300 300 300 300 300 300 300 30060 240 240 60

6
2

B440 B440 B440 B440B240 B240

←上部ブラケットアンカー割付

※ 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B034

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=3,400

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

P100L P100R

Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

3,400

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
300 3001,000 800 1,000

3,400

3,37015 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
300 300 300 300 300 300 300 300 30060 290 290 60

6
2

B440 B440 B440B200L B200RB440 B440

←上部ブラケットアンカー割付

※ 100 250 300 300 300 300 300 300 300 300 300 250 100

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B035

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=3,500

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

P150L P150R

Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

3,500

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
350 3501,000 800 1,000

3,500

3,47015 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
100 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 100

6
2

B440 B440 B440B200L B200RB440 B440

←上部ブラケットアンカー割付

※ 150 250 300 300 300 300 300 300 300 300 300 250 150

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B036

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=3,600

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

P100L P100R

Ｄ
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 16 17

3,600

8
0

15

←庇長さ

←サポートポール割付
200 200800 800 800800

15 3,570

3,600

15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
150 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 150

6
2

B440 B440 B440 B440 B440 B440

←上部ブラケットアンカー割付

※ 150 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 150

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B037

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=3,700

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

P150L P150R
Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

3,700

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
250 250800 800 800 800

3,700

←本体ブラケット長さ
15 3,670 15

←本体ブラケットアンカー割付
200 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 200

6
2

B440 B440 B440 B440 B440 B440

←上部ブラケットアンカー割付

※ 200 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 200

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B038

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=3,800

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

P100L P100R

Ｄ
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

3,800

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
300 300800 800 800800

3,800

15 3,770 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
250 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 250

6
2

B440 B440 B440B240 B240B440 B440

←上部ブラケットアンカー割付

※ 250 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 250

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B039

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

P150RP150L

Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

3,900

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
350 350800 800 800800

3,900

15 3,870 15
←本体ブラケット長さ

←本体ブラケットアンカー割付
30030030030030030030030030030030024060 60240

6
2

B440 B440 B440B240 B240B440 B440

←上部ブラケットアンカー割付

※ 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=3,900



縮 尺

日 付

図 番

設計監理

施 工

工事名称
製品名称

図面内容

確 認作 図担 当承 認

アルミ形材庇 グロンダート Ｆシリーズ

平面図・正面姿図・断面図 2011/12/01

印：上下ブラケット固定用ボルト位置

●印：アンカー位置

平 面 図

正 面 姿 図

1/4

P10B040

上部ブラケット大 サポートポール＠1000以下 L=4,000

・長さ＝庇長さLより左右共15mm

(全体で30mm)短くなっています

・ジョイント目地幅＝10mm

＜本体ブラケットについて＞

ＲＣ躯体以外での使用は設計者様、元請様にて下地強度

が設計荷重に対して安全である事を必ず確認して下さい

-----

躯体

Ｄ寸法(出幅)限度

鉄骨造ＲＣ造

～3000

※寸法Ｄ寸法(出幅)

1201～1500 515

1501～1800 630

※寸法Ｄ寸法(出幅)※寸法Ｄ寸法(出幅)

1801～2000 725 2851～3000 1165

2000～2200 820

2201～2350 875

2351～2500 925

2501～2700 1055

2701～2850 1110

P100L 10 P100R

Ｄ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 11 12 13 14 15 16 17 18 19

4,000

8
0

←庇長さ

←サポートポール割付
300 300900 800 900800

4,000

15 15
←本体ブラケット長さ

3,970

←本体ブラケットアンカー割付
30030030030030030030030030030030029060 60290

B440 B440 B440 B440B200L B200RB440 B440

←上部ブラケットアンカー割付

※

6
2

100 250 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 300 250 100

ため、躯体には補強鉄筋を入れ

ＲＣ躯体

注、コンクリートひび割れ防止の

てください。

40mm以上20

6
2

4
3

4
3

1
4
8

8
0

※

83

庇出幅：Ｄ

注、出幅寸法2500を超える場合、

雨量が多い際にあふれる恐れが

あるため樋なしを推奨します。

袋ナットM12（SUS)

アルミサポートポール

アルミブラケット

パッキン付ワッシャーM12（SUS)

下部カバー

本体ブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）

アンカーM12×90 (St)

上部ブラケット大

六角ボルトM10×60 (St)

上部カバー大

シーリング（別途)
本体パネル樋受け

樋先端部材

シーリング（別途)

アンカーM12×90（SUS)

2点止め

樋なしタイプ 40mm以上80.5

アルミブラケット

アルミブラケット

六角ボルトM8×25（SUS）
4点止め

庇出幅寸法が2500を超える
場合、4点止めとなります。
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